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背景と目的

　農山村地域では過疎化・高齢化が進行する中、歴史的文化資源や伝統文化資源の維持・
伝承が困難な状況にあります。このため農山村における歴史伝統文化資源や巨樹・巨木な
どの伝統文化と結びついた自然資源と人々の活動との関連の解析をめざしました。また地
域資源を活用した地域産業をより一層振興させるため、きのこや木炭生産などの特用林産
物の生産促進をめざしました。

キ分野　森林の新たな利用を推進し山村振興に資する研究
（イ）伝統文化や地域資源を活用した山村活性化手法の開発

特用林産物等森林資源など
里山が有する多様な機能の
価値を解明・評価

地域伝統文化資源の地理的
構造を分析する手法の開発

有用野生きのこの収集
ショウロの人工接種法の開発

輸入シイタケの系統解明

環境浄化材としての木炭の利
用技術の開発

・地域森林計画、市町村森林

整備計画において、「森林と

人との共生林」の重点的整備

を行う地区の選定や整備方策

を提示

・農林水産省ジーンバンクや国際

DNAデータベースへの登録

・「きのこの菌床栽培と害菌対策」の普及

・きのこ種苗育種の保護に寄与

・環境浄化材としての木炭の利用指針

キノコ病害の原因菌の特定
伝統文化と結びついた自然
資源と人々の活動との関連

都市山村交流
森林の保健・文化機能
特用林産資源の活用

（現状）
歴史・伝統文化資源の消失
自然とのふれあいやゆとり重視
山村では過疎化、高齢化
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平地流域と中山間流域の伝統文化資源の分布構成の違い

より土地利用が進んでいる平地流域の方が、伝統文化資源の環境を保全するために
森林管理すべき地区が多く存在します。

平地流域で保全すべき伝統文化資源の内容は、貝塚・古墳などの遺跡資源をはじめ、
城址・仏閣などの歴史資源、町並み・集落などの民俗学的な資源まで多様です。

輸入シイタケの系統を解明し、
輸入シイタケの系統は我が国
の古い品種に酷似すること、ま
た乾シイタケの産地判別法とし
て商品中の品種分布、並びに
中国産の主系統A（FMC155）
の混在率が指標になることを
明らかにし、きのこ種苗育成種
の保護に寄与しました。

輸入シイタケの系統の解明

輸入きのこの系統は日本の古い品種に酷似
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